
 

 

様式第 10号（第 10条の９関係） 

（第１面） 

産業廃棄物処理業の事業範囲変更許可申請書 

令和８年５月２５日 

栃木県知事 様 

 

申請者 

〒 320-8501 

住 所 栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

氏 名 栃木県庁運送株式会社 

代表取締役  栃木 太郎   

（法人にあっては，名称及び代表者の氏名） 

電話番号 ０２８（６２３）３１５４ 

ＦＡＸ  ０２８（６２３）３１１３ 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１４条の２第１項の規定により、産業廃棄物収集運搬業の事業

範囲の変更の許可を受けたいので、関係書類及び図面を添えて申請します。 

許 可 の 年 月 日 及 び 許 可 番 号 令和○×年△月□日 第 009000・・・・・・・号 

収 集 運 搬 業 ・ 処 分 業 の 区 分 収集運搬業 

許可に係る事業の範囲（収集運搬

業にあっては、取り扱う産業廃棄

物の種類（当該産業廃棄物に石綿

含有産業廃棄物、水銀使用製品産

業廃棄物又は水銀含有ばいじん等

が含まれる場合は、その旨を含

む。）及び積替え又は保管を行うか

どうか、処分業にあっては，処分

の方法ごとに区分して取り扱う産

業廃棄物の種類（当該産業廃棄物

に石綿含有産業廃棄物、水銀使用

製品産業廃棄物又は水銀含有ばい

じん等が含まれる場合は、その旨

を含む。）を記載すること｡） 

＊取り扱う産業廃棄物の種類：別表のとおり 

変 更 の 内 容 

別表のとおり 

変 更 理 由 

事業を拡大するため 

顧客要望に応えるため 等 

変更に係る事業の用に供する施設

の種類、数量、設置場所、設置年

月日、処理能力（最終処分場の場

合には埋立地の面積及び埋立容

量）、許可年月日及び許可番号 

（産業廃棄物処理施設の設置の許

可を受けている場合に限る｡） 

 

＊オープンドラム缶 ○本 

変更に係る事業の用に供する施設

の処理方式、構造及び設備の概要 

 

※ 事 務 処 理 欄 
 

 

申請代理人 

行政書士 

那須塩原 五郎 

行
政
書
士
那
須 

塩
原
五
郎
之
印 

代理人による申請の場合は、本紙の 

余白に代理人の職名、氏名と職印 

・取り扱う産業廃棄物の種類については、（産廃別表）を使用して記入 

栃木県の許可証の許可年月日、許可番号を記入 

変更に伴って追加する品目の運搬容器に

ついて記入 

記載例（記載例のためそれぞれの記入内容は一貫していません） 

申請日の記入日を記入 

登記事項証明書の記載のとおり

に記入 



様式第 10号（第 10条の９関係） （第１面 裏面） 

栃 木 県 収 入 証 紙 貼 付 欄 

○ 申請手数料は、申請の種類に応じて次表のとおりです。 

 変更許可申請 

産業廃棄物収集運搬業 7 1, 0 0 0 円 

 

○ 申請の種類に応じて必要な手数料分の「栃木県収入証紙」又は「ＰＯＳレジから出力されたレシー

ト」を下記の枠内に貼付してください。電子申請システムにて手数料をお支払いされた場合は、栃

木県電子申請システムの申込内容照会ページの画面コピーを添付してください。 

※ はがれないように、しっかりと糊付けしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：ＰＯＳレジコード 
  ＜産業廃棄物収集運搬業許可申請手数料（変更許可）＞ 
 

     

 

・収入証紙を使用する場合は本紙に収入証紙を貼り付け 

・栃木県電子申請システムで手数料をお支払いされた場合は、本紙の代わりに別

紙の栃木県電子申請システムの申込内容照会ページを添付 



￥71,000



￥71,000

0277835
鉛筆



 

別表   産業廃棄物収集運搬業（積替・保管を除く）における事業の範囲 

No 種    類 
取扱い 

の有無 

石綿含有産

業廃棄物 

水銀使用製

品産業廃棄

物 

水銀含有 

ばいじん等 

１ 燃え殻 ◎   ◎ 

２ 汚泥 ○ ○   

３ 廃油 ◎    

４ 廃酸 ◎    

５ 廃アルカリ ◎    

６ 廃プラスチック類 ◎  ◎  

７ 紙くず ◎    

８ 木くず ◎    

９ 繊維くず ◎    

10 動植物性残さ     

11 動物系固形不要物     

12 ゴムくず ◎    

13 金属くず ◎  ◎  

14 ガラスくず・コンクリ

ートくず・陶磁器くず 

    

15 鉱さい ◎    

16 がれき類 ◎ ◎   

17 動物のふん尿     

18 動物の死体     

19 ばいじん ◎    

20 政令第 13号廃棄物     

 

≪記載方法≫ 

【新規申請・更新申請の場合】 

・取り扱う産業廃棄物の種類について、「取扱いの有無」欄に○印を付けてください。 

・石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等を取り扱う場合に 

は、該当箇所に○印を付けてください。 

 

【変更許可申請の場合】 

・「取扱いの有無」欄に、既に許可を取得している産業廃棄物には◎印を付け、今回の申請で 

追加するものに○印を付けてください。 

・石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等についても同様に、 

既に許可を取得しているものに◎印を、今回の申請で追加するものに○印を付けてください。 

 

（注）斜線になっている産業廃棄物の取扱いがある場合には、具体的な製品名、排出事業場等に 

ついて、『様式第６号の２（第１面）事業計画の概要を記載した書類』の「２．取り扱う産業 

廃棄物（特別管理産業廃棄物）の種類及び運搬量等」欄に記載してください。 

（内容を説明する書類等の提出を求める場合があります。） 



（第２面） 

申請者（個人である場合） 

 （ ふ り が な ） 

氏 名 
生 年 月 日 

本       籍 

住       所（ふりがな） 

   

 

（法人である場合） 

（ふ り が な） 

名       称 
（ふ り が な） 

住                所 

栃木
とちぎ

県 庁
けんちょう

運送
うんそう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 栃木県
とちぎけん

宇都宮市
う つ の み や し

塙田
はなわだ

１丁目１番２０号 

法定代理人（申請者が法第 14条第５項第２号ハに規定する未成年者である場合） 

 （個人である場合） 

 （ ふ り が な ） 

氏 名 
生 年 月 日 

本                籍 

住                所 

   

 

 （法人である場合） 

（ふ り が な） 

名       称 
住                所 

  

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 （ふりがな） 

氏 名 

生 年 月 日 本                籍 

役職名・呼称 住                所 

   

  

   

  

   

  

役員（申請者が法人である場合） 

 （ ふ り が な ） 

氏 名 

生 年 月 日 本                籍 

役職名・呼称 住                所 

栃木
とちぎ

 太郎
たろう

 
昭和 35 年 2月 29 日  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

代表取締役  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

栃木
とちぎ

 次郎
じろう

 
昭和 37 年 1月 1 日  岡山県岡山市岡山町２番地 

取締役  栃木県足利市真砂町１番地１ 

栃木
とちぎ

 花子
はなこ

 
昭和38年12月31日  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

取締役  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

栃木
とちぎ

 三郎
さぶろう

 

金
きん

 太郎
た ろ う

 

ＫＩＭ
き む

 

ＴＡＲＯ
た ろ う

 

平成○○年○月

○日 
 ○○○○○○○○○○○○○ 

監査役 

 ○○○○○○○○○○○○○ 

   

  

   

  

（第３面） 

登記事項証明書の記載のとお

りに都道府県名から記入 

住民票の記載のとおりに都道府県名から記入 

（正）栃木県宇都宮市塙田 1丁目 1 番 20 号 

（誤）栃木県宇都宮市塙田 1－1－20 

役員に在日外国人を含む場合、氏名欄には住民票のとおりの本名（通称名

を含め、複数ある場合はすべて）を記入し、ふりがなもそれぞれ記入 



発行済株式総数の 100 分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の 100 分の５以上の額に相当する

出資をしている者（申請者が法人である場合において、当該株主又は出資をしている者があるとき） 

 発行済株式の

総数 
１，０００   株 出 資 の 額 １，０００万円 

（ふりがな） 

氏名又は名称 生 年 月 日 

保有する株式の数

又 は 出 資 の 金 額 
本          籍 

割 合 住          所 

栃木
とちぎ

 太郎
たろう

 
昭和 35 年 

2 月 29 日 
５００ 株  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

５０％  栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

安足
あんそく

 環
たまき

 
昭和 55 年 

5 月 5 日 
３００ 株  栃木県足利市真砂町１番地１ 

３０％  青森県青森市青森町５５５５番地５ 

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

安足
あんそく

商会
しょうかい

 

代表取締役 

○○○○ 

２００ 株   

２０％  栃木県宇都宮市塙田４丁目１番地 

    

  

    

  

    

  

令第６条の 10に規定する使用人（申請者に当該使用人がある場合） 

 （ふりがな） 

氏 名 

生 年 月 日 本          籍 

役職名・呼称 住          所 

   

  

   

  

   

  

   

  

   

  

備考 

 １ ※欄は記入しないこと。 

 ２ 「法定代理人」の欄から「令第６条の 10 に規定する使用人」までの各欄については、該当する

すべての者を記載することとし、記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記

載して、その書面を添付すること。 

 ３ 「役員」の欄に記載する役員とは、業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる

者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務を執

行する社員、取締役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含

む。 

４ 都道府県知事が定める部数を提出すること。 

※手数料欄 
＊栃木県収入証紙又は POS レジから出力されたレシートは受付時に貼付して下さい。 

（郵送のよる申請の場合は、申請書第１面の裏面に貼付してください。） 

＊電子申請システムにて手数料をお支払いされた場合は、栃木県電子申請システムの申込内容照会ページの

画面コピーを添付してください。 
 

登記事項証明書の記載のとおりに記入 登記事項証明書の記載のとおりに記入 

法人にあっては、登記事項証明書

記載の代表者名を記入 

法人にあっては、住所を登記事項証明書の

記載のとおりに記入 

廃棄物処理法施行令第６条の 10 に規定する使用人がいる場合に記入し、 

別途政令で定める使用人に係る証明書も添付 

 



〔収運業〕様式第６号の２（第１面） 

事業計画の概要を記載した書類 

１．事業の全体計画（変更許可申請時には変更部分を明確にして記載すること） 

 

顧客からの要望により産業廃棄物の収集運搬事業を行いたく、今回許可の申請をいたします。 

  収集運搬事業に当たっては廃棄物処理法以下関連法令を遵守し、顧客から指定された運搬先

まで産業廃棄物の運搬を行います。 

 

 

 

 

２．取り扱う産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の種類及び運搬量等 

 

（特別管理）

産業廃棄物 

の種類 

運搬量 

 

（ｔ／月又

はｍ３／月） 

性 状 

 

 

予定排出事業場の 

名称及び所在地 

積替え又は保

管を行う場合

には積替え又

は保管場所の

所在地 

予定運搬先の名称及び 

所在地（処分場の名称及び

所在地） 

１ 汚泥 10t/月 泥状 

○○工業㈱ 

なし 

㈱○○建設 

栃木県大田原市○

○ 

栃木県那須塩原市○

○ 

２ 

汚泥（石綿

含有産業廃

棄 物 を 含

む） 

5t/月 泥状 

○○工業㈱ 

なし 

㈲○○商事 

栃木県宇都宮市○

○ 
栃木県宇都宮市○○ 

３    
   

  

４    
 

 
 

  

５    
 

 
 

  

６    
 

 
 

  

７    
 

 
 

  

８    
 

 
 

  

備考 ① 取り扱う（特別管理）産業廃棄物の種類ごとに記載すること｡ 

   ② 石綿含有産業廃棄物、水銀含有ばいじん等、水銀使用製品産業廃棄物を含むものについては、

その旨を明記し、予定運搬先については、各運搬先を記載すること。 

こちらは記載例です 

実際の事業の全体計画が分かる内容を記入 

排出事業場と運搬先の一方又は両方が「栃木県内の

市町」となります 

具体的な排出事業場（代表的なもの１つで可）の

名称及び所在地（地番まで）を記入 

積替え保管を行わない場合はそれぞれ「なし」と 

記入 

具体的な処分業者等の名称

及び施設所在地（地番まで）

を記入 

「２ 取り扱う産業廃棄物（特別管理産業

廃棄物）の種類及び運搬量等」については

追加する許可品目のみ記入 



〔収運業〕様式第６号の２（第２面） 

３．運搬施設の概要 

 (1) 運搬車両一覧 

 車両の形状 
自動車登録番号

又は車両番号 
最大積載量（Kg） 所有者又は使用者 備  考 

１ キャブオーバ 
とちぎ １００ 

お ＊＊＊＊ 10,100 栃木県庁運送㈱ 
 

新規・継続・廃止 

２ ダンプ 
とちぎ ４００ 

し ＊＊＊＊ 
9,000 栃木県庁運送㈱ 

 

新規・継続・廃止 

３ 
脱着装置付 

コンテナ専用車 

栃木 ４００ 

へ ＊＊＊＊ 
9,300 栃木県庁運送㈱ 

 

新規・継続・廃止 

４ タンク車 
とちぎ ８００ 

ん ＊＊＊＊ 7,000 栃木県庁運送㈱ 
 

新規・継続・廃止 

５ トラクタ 
宇都宮 １００ 

お ＊＊＊＊ 
5,000 栃木県庁運送㈱ 

 

新規・継続・廃止 

６ セミトレーラ 
宇都宮 １００ 

へ ＊＊＊＊ 

 

12,000 
栃木太郎 

 

新規・継続・廃止 

７ 
    新規・継続・廃止 

８   
 

 新規・継続・廃止 

９    
 

新規・継続・廃止 

10     新規・継続・廃止 

事務所の所在地 

 

栃木県宇都宮市塙田１丁目１番地２０号 

 

駐車場の所在地 

 

栃木県宇都宮市塙田１丁目１番地２０号 ＊住所を記入 

※付近の見取図を添付すること。 

(2) その他の運搬施設の概要 

運搬容器等の名称 
用  途 

容  量 
備  考 

オープンドラム缶 汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む） ２００リットル ○本 

    

    

自動車検査証記録事項において、申請者が所有者又

は使用者となっていない場合には、賃貸借契約書の

写し又は車両使用承諾書を追加添付 

産業廃棄物の収集運搬に容器等を用いる場合は、

記載漏れがないように記入 

「車両の形状」については自動車検査証記録事項のとおりに記入 

例：トラック→×、ダンプ→○ 

更新・変更許可申請の場合は「継続」を○で囲む 

※車両の変更がある場合は別途変更届を提出 

付近の見取り図については、インターネッ

トの検索エンジン等による地図において当

該駐車場を明示し、主要な道路名、鉄道駅

その他の公共施設の目印も明示 

運搬容器の個数

を記入 

（⑵その他の運搬施設の概要について） 

追加する品目についてのみ記入 

自動車検査証記録事項において最大積載量に括弧表

記がある場合は括弧の枠外の数字を記入 

例：最大積載量「38640(11500)」→最大積載量 38640



〔収運業〕様式第６号の２（第２面）（続き） 

 (1)運搬車両一覧 

 車両の形状 
自動車登録番号

又は車両番号 
最大積載量（Kg） 所有者又は使用者 備  考 

11 
 

   新規・継続・廃止 

12     新規・継続・廃止 

13     新規・継続・廃止 

14     新規・継続・廃止 

15     新規・継続・廃止 

16     新規・継続・廃止 

17     新規・継続・廃止 

18     新規・継続・廃止 

19     新規・継続・廃止 

20     新規・継続・廃止 

21     新規・継続・廃止 

22     新規・継続・廃止 

23     新規・継続・廃止 

24     新規・継続・廃止 

25     新規・継続・廃止 

26     新規・継続・廃止 

27     新規・継続・廃止 

 

車両 11 台目以降はこちらに記入 



〔収運業〕様式第６号の２（第４面） 

４．収集運搬業務の具体的な計画（車両毎の用途、収集運搬業務を行う時間、休業日及び従業員を含む。） 

 

 (1) 収集運搬業務体制（車両毎の用途等） 

 

・キャブオーバ 

・・・汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む） 

 

   

  

 

 (2) 収集運搬業務を行う時間   

 

・月曜から金曜日 午前８時から午後５時 

・土曜日     午前８時から午後０時 

  

 

 

 

 

 (3) 休業日  

  

  ・土曜日午後、日曜日、祝日 

 

 

 

 

 

 

 (4) その他 

 

  ・特になし 

 

 

 

 

従 業 員 数 内 訳 

令和○年○月○日現在 

申請者又は

申請者の登

記上の役員 

政令第６条の 10

で準用する第４

条の７に規定す

る使用人 

相談役、顧問等

申請者の登記

外の役員 
事務員 運転手 作業員 その他 合計 

 

 

 

４ 人 ０ 人 ０ 人 ２ 人 

   

２ 人 

（運転手兼務） 

 （２）人 

 

 

 

０人 ８ 人 

 

兼務の場合はカッコ書きで記入 

様式第６号の２（第２面）の(1)運搬車両に記載し

た車両（車両の形状全て）と扱う廃棄物の品目の

全てを記入 

日付を記入 

監査役を含む 
実人数を記入 

・「⑴ 収集運搬業務体制」については追加

する許可品目について記入 



〔収運業〕様式第６号の２（第５面） 

５．環境保全措置の概要 

(1) 運搬に際し講ずる措置 

 

・飛散対策 

  ○汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む） 

      ・・・運搬には、オープンドラム缶を使用し、オープンドラム缶にシートをかける。 

 

   ・悪臭対策 

例１ 臭いの発生するものについては、蓋付きドラム缶を使用し密閉する。 

例２ 臭いが発生しないよう運搬車両や容器の清掃に努める。 

例３ 臭いが発生する物は扱わない。 

 

   ・その他 

     ※石綿含有産業廃棄物（汚泥）の取扱い 

      ・他の産業廃棄物と混合しないよう、また袋の破損等が起こらないよう、排出時に厚 

       さ 0.15mm 以上の耐水性のプラスチック袋等により二重でこん包されたものについ 

て、そのまま堅牢なドラム缶に密閉して収納する。 

      ・飛散防止措置をとるため、ドラム缶をロープで固定する。 

     ※個々の産業廃棄物の特性に合わせた取り扱い方法を運転手に周知する。 

     ※車両及び容器は必要に応じて洗車、清掃を行い清潔にしておく。 

※交通法規を遵守する。 

 

(2) 積替保管施設において講ずる措置 

 

   積替保管は行わない。 

 

(3) その他 

 

なし 

 

追加する品目と容器の名称を記入 

様式第６号の２（第２面）⑵その他の運搬施設の概要に合わせて記入 

 



〔収運業〕様式第６号の２（第７面） 

収 集 容 器 等 の 写 真 

運搬容器等の名称 オープンドラム缶 用途 汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む） 

 

 撮 影    令和 ○年  ○月  ○日 

運搬容器等の名称 耐水性プラスチック袋 用途 汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む） 

。   

  

 撮 影    令和 ○年  ○月  ○日 

（留意事項） 

１ 申請日前３月以内に撮影されたカラー写真（縦横倍率が変更されていないもの）であること。 

２ 収納容器等の全容が明確に確認できる写真であることとし、内部の撮影が可能なものについては、

その写真も添付すること。 

蓋の写真も添付 

産業廃棄物収集運搬業者が汚泥

（石綿含有産業廃棄物）を運搬

する際に耐水性プラスチック袋

を用意する場合は当該袋の写真

を添付 

＊排出事業者が当該袋を用意す

る場合は添付不要 



〔収運業〕様式第６号の２（第８面） 

事業の開始に要する資金の総額及びその資金の調達方法 

内    訳 金 額 （ 千 円 ） 

事業の開始に要する 

資金の総額 

０円 

 
土 地 

 

事 務 所 
 

収 集 運 搬 車 両 
 

積 替 保 管 施 設 
 

  

  

  

調 

 

達 

 

方 

 

法 

自 己 資 金 
 

借 入 金 
 

（借入先名）  

  

  

そ の 他 
 

増 資 
 

  

  

  

備考 内訳欄の事項については，事業計画に応じて適宜変更すること。 

 

新たに資金を必要としない場合は「０円」とし、 

「既にある施設を用いるため、新たな資金を必要

としない。」等付記 



〔収運業〕様式第６号の２（第９面） 

資 産 に 関 す る 調 書（個人用）  

      年  月  日現在 

資産の種別 内  訳 数  量 価格、金額（千円） 

現 金 預 金 
○○銀行 

 

１件 ５，０００ 

有 価 証 券 
   

未 収 入 金 
   

売 掛 金 
   

受 取 手 形 
   

土 地 
宅地 ２００㎡ ２５，０００ 

建 物 
住宅 １棟 ８，０００ 

備 品 
   

車 両 
ダンプ等 １台 ５，０００ 

そ の 他 
   

    

    

資 産 計 
４３，０００ 

負債の種別 内  訳 数  量 価格、金額（千円） 

長期借入金 
   

短期借入金 
   

未 払 金 
   

預 り 金 
   

前 受 金 
   

買 掛 金 
   

支 払 手 形 
   

そ の 他 
   

    

    

負 債 計  

 

様式第６号の２（第９面）は、 

個人事業者の申請の場合のみ作成 



〔収運業〕様式第６号の２（第 10面） 

 

 

 

誓 約 書 
 
 申請者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１４条第５項第２号イからヘに該当しない者である

ことを誓約します。 
 
 
 

令和○年○○月○○日 
 
 
 
 栃木県知事 様 
 
 
 

申請者 
  住 所 栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

 
          栃木県庁運送 株式会社 

 
 

  氏 名 代 表
だいひょう

取 締 役
とりしまりやく

 栃木
とちぎ

 太郎
たろう

       
（法人にあっては名称及び代表者の氏名） 

 
 
 
 

 

 



〔収運業〕【収支計画様式】 

 

今 後 ５ 年 間 の 収 支 計 画                  

 

１ 債務超過又は損失が生じている理由 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の改善計画 

 

 

 

 

 

 

３ 収支計画                    （単位：円・千円・百万円）（いずれかに○） 

会計年度 

項目 

 ○○○期  

令和○年○月

○日～令和○

年○月○日 

    期  

～ 

    期  

～ 

    期  

～ 

     期 

～ 

売上高      

売上原価      

売上総利益      

販売費及び一般管理費      

営業利益      

営業外収益      

営業外費用      

経常利益      

特別利益      

特別損失      

税引前当期利益      

法人税等充当額      

当期利益      

 

   

 ※新設法人等で３年間の決算実績がないため本計画書を提出する場合は、１及び２は記入する必要は

ありません。（ただし、直前の事業年度の当期純利益又は直前２年の事業年度の当期純利益の平均

がいずれかマイナス（損失）となっている場合は、記入が必要です。） 

 

 

 

 

 

直前３年における最新の事業年度の次年度から記入 

いずれかを○で囲む 

数字の誤記に注意 

【収支計画様式】今後５年間の収支計画の作成の要否については、 

許可申請に要する添付書類一覧表の第２面を参照 



政令で定める使用人に係る証明書 

 

令和○年○月○日  

   

 栃木県知事 様  

  

  

栃木県宇都宮市塙田１丁目１番 20 号 

栃木県庁運送 株式会社   

代表取締役 栃木 太郎  

   

 下記の者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条の 10に該当する使用人で

あることに相違ないことを証明する。  

  

記  

  

（役職氏名） 支配人 矢板 京子 

  



任意様式  

車両使用承諾書 

 令和〇年〇〇月〇〇日   

  

               住所   栃木県宇都宮市塙田１丁目１番 20 号 

申請者    氏名    栃木県庁運送 

          代表取締役 宇都宮 太郎 

                 （法人にあっては，名称及び代表者の氏名）  

  

   

                 住所   栃木県栃木市万町○○○○○ 

自動車検査済証          

記載使用者        氏名   株式会社栃木環境 

            代表取締役 桜 六郎                            

                 （法人にあっては，名称及び代表者の氏名）  

  

   産業廃棄物の収集運搬用として次の車両を使用することを承諾しています。  

  

        車両登録番号     車両の形状・特殊装置等  

 ○○○○ ○ ○○○○  ダンプ 

 ○○○○ ○ ○○○○  キャブオーバ 

    

    

    

    

    

    

    

  

自動車検査証記録事項に記載されている「所有者」及び

「使用者」のいずれもが申請者ではなく、かつ、書面に

よる賃貸借契約書等がない場合に本紙のような車両使用

承諾書を添付 


